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１．はじめに

山地河道における流砂水文観測の目的には，流域の土砂

動態の概況把握・監視，砂防基本計画の策定・砂防事業の

効果評価，天然ダム形成時などの危機管理，総合的な土砂

管理手法の検討が挙げられている 1)．松本砂防管内におい

ても総合土砂管理の観点から種々の手法で土砂モニタリ

ングが実施されてきた 2)．また，周辺地域の土砂生産の発

生や土砂災害の切迫性把握に活用できる指標として「流量

や流砂量の急激な変化」，「流量と流砂量の関係の変化」が

挙げられていることから 1)，上流域での土砂生産・流出と

観測データに基づく土砂動態の検討は今後の観測データ

の利活用に資すると考えられる．

松本砂防事務所管内で流砂量観測を実施している梓川

支川・島々谷川流域において，2020（令和 2）年 7 月 6 日

から 8 日の降雨に伴い複数の崩壊や土砂流出が生じ，その

後の土砂の流下状況が観測された．本発表では，土砂生産・

流出のイベント発生とその前後での流砂量観測データを

基に土砂動態について考察を示す．

２．島々谷川流域における観測の状況

2.1 流砂観測地点の概要 
現在，松本砂防管内で

は姫川流域の 3 支川と梓

川流域の 1 支川において

連続観測を実施してい

る．今回着目する島々谷

川は梓川の左支川で，水

位計，濁度計，

ハイドロフォ

ン（合成音圧方

式，使用データ

ロガー：キーエ

ン ス 社 製

NR600）を用い

て流砂観測を

実施している

（図-1 及び図-
2）．また，流砂観測地

点の約 80m 上流には水位観測（非接触式）が実施されてお

り，ここでの観測データは水文水質データベース（水水 DB）
でも公開されている．

表-1 島々谷川の流砂観測地点諸元 

観測地点 観測開始 
（年.月） 観測機器 流域面積 

（km2） 

河床 
勾配

（°） 

水通し幅 
（m） 

島々谷川 
（第 3 号床固工） 2011.9 圧力式水位計，濁度計，

合成音圧方式ﾊｲﾄﾞﾛﾌｫﾝ， 77.7 8.1 17.4 

2.2 島々谷川流域における 2020（令和 2）年 7 月豪雨 
2020（令和 2）年 7 月 6 日から 8 日にかけて，島々谷川

流域に隣接する上高地エリア（上高地雨量観測所）では

160mm/日と 10 年確率程度の雨量が観測された．この雨に

より，島々谷川流域においても複数の土砂流出が発生した． 

３．土砂生産流出イベント前後での観測状況

3.1 出水時の状況 
2020（令和 2）年 7 月の出水を挟む期間での観測データ

を基に流量と流砂量の関係を整理した結果を示す．島々谷

川では，水位計，濁度計，ハイドロフォンのデータが 15 分

毎に取得されている．流量及び流砂量の推定は表-2 の通り

推定した．

表-2 流量と流砂量の推定方法 
計測項目 流量及び土砂量の推定方法 
流量 水位計の出力を基に H-Q 式により推定 

細粒成分
土砂量 

濁度計の出力を基に現地土砂を用いた校正
式による推定土砂濃度に流量を乗じて推定 

掃流成分
土砂量 

国土技術政策総合研究所から配布された変
換プログラムにより出力された単位幅掃流
砂量を基に推定 

圧力式水位計の故障時期もあり，2021（令和 3）年 9 月

14 日以前は上流で観測されている水水 DB の水位・流量

のデータを利用している．

細粒成分土砂量 Q sと流量 Q の関係を 2020（令和 2）年

から 2022（令和 4）年までを年毎に分けて示したものが，

図-4 である．水理公式集 3)で示されている分布範囲の上

限：Q s= 6×10-6･Q 2と下限：Q s= 4×10-8･Q 2と，各年での

分布位置の目安となる線を流量の 2 乗に比例すると仮定

して示している．

2020（令和 2）年 7 月 6 日からの出水時には流量の 2 乗

よりも大きな傾きで推移している．2021（令和 3）年では

それまでの分布よりも流量に対して流砂量が多い位置に

分布しており，2022（令和 4）年には減少しているものの，

2020（令和 2）年の出水前の分布より流量に対して流砂量

が多い位置に分布している．

掃流成分土砂量 Q b と流量 Q の関係についても同様に

2020 年から 2022 年までを年毎に分けて図-5 に示した．現

地河床の代表粒径（60%粒径＝80 mm）を基に掃流砂量式

を併せて記載している．2020（令和 2）年 7 月の出水後，

約 1 年経過した 2021（令和 3）年 9 月 1 日からの出水でそ

れまでの流量と掃流砂量の分布域に変化が見られ，流砂量

式に近づく分布を示すことから土砂の活性度が高い状態

となったと考えられる．翌 2022（令和 4）年も 2021（令和

3）年 9月 1日の分布域と同様の傾向がみられることから，

2020（令和 2）年 7 月出水後に流出した掃流成分の土砂が

徐々に伝搬し，1 年後に流砂観測地点に到達したものと推

察される．

図-1 流砂観測所全景 

図- 1 流砂観測箇所全景 

図- 3 上高地における 2020 年 7 月 6 日から 8 日の雨量 

図- 2 流砂観測所位置 
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3.2 出水イベント前後の上流域の状況 
砂防設備の巡視点検による設備の状況記録があること

から出水前後での状況写真と比較した．流砂観測箇所の上

流域に位置する島々谷川第1号砂防堰堤と島々谷川第3号
砂防堰堤の状況写真の比較を図-6 及び図-7 で示す．それぞ

れ 2020（令和 2）年 7 月出水を挟む 2 時期の比較である

が，出水後の写真では，出水前写真に比べて土砂が堆積し

ていることが確認でき，河道内での土砂移動が活性化され

ている状態にあると想定される．

図-6 島々谷川第 3 号砂防堰堤の直下流の状況 
（左：出水前，右：出水後）

図-7 島々谷川第 1 号砂防堰堤の直下流の状況 
（左：出水前，右：出水後）

４．おわりに

梓川支川・島々谷川における土砂生産流出イベント発生

前後での流砂観測データに基づく土砂動態の考察を行っ

た．細粒成分土砂は流砂量が流量の 2 乗に比例する Q s= 
α･Q 2として，両対数グラフの切片に相当する係数αを基

に流量に対する細粒成分土砂の量の変化に着目した．上流

域での土砂生産・流出を示す指標として流砂観測データの

危機管理対応における利活用の可能性が示唆される．

掃流砂については既往研究においてもイベント直後に

傾向が変化する細粒成分とは異なり，出水イベントから数

年後に観測地点で影響がみられる事例が報告されている 4)．

島々谷川では，上流の砂防施設がこれまで未満砂だったこ

ともあり，施設の堆砂状況等も踏まえた土砂動態の検討が

必要であると考えられる．

今後も上流域での土砂生産・流出イベントと観測データ

の関係整理事例が蓄積されることで考察が深まるものと

思われるが，本発表においては土砂の量や質（粒径）に関

しての定量的な検討の材料が得られていないことが課題

と考えられる．土砂生産・流出に伴い河道に供給された土

砂の発生位置や量や質（粒径）の情報についても調査をし

ておくことで検討が深まると期待される．
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図- 4 島々谷川観測所における流量と細粒成分土砂量の関係（左:2020 年，中:2021 年，右:2022 年の事例） 

図- 5 島々谷川観測所における流量と掃流成分土砂量の関係（左:2020 年，中:2021 年，右:2022 年の事例） 
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